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Ⅰ　はじめに
　音には意味を感じさせる何かが存在するこ
とは、ヒントン ¹⁾などの音象徴の先行研究で
知られている。筆者はこの音象徴に関し、過
去2003年2月に「音調が意味に与える心理的
影響」²⁾において、さらに2004年6月に「普通
語彙の音象徴とオノマトペ性」³⁾において考
察した。前著ではタイ国バンコクにて、日本
語の形容詞の対義語を使いバンコク市民を被
験者として実施した実験調査により、また後
著では、中国語の形容詞および動詞の対義語
を使い、日本において日本人学生の被験者を
対象として行った実験調査の結果を踏まえて
考察した。その結果、形容詞、動詞など、オ
ノマトペ（擬音語）以外の普通語彙の中にも
音象徴が存在することが確認できた。その
後筆者の音象徴研究は長期間滞っていた。そ
こで今回は、10年以上のブランクの後、アイ
ヌ語の形容詞、動詞、名詞の３つの普通語彙
を素材として、日本人学生の被験者に対し実
験調査を行い、その結果を考察することとし
た。今回特にアイヌ語を使って実験調査を行
うこととした最大の理由は、アイヌ語がかつ
て日本国内で話されていた古い言語でありな
がら、言語学的に見て、現存する他の言語と
の明確な関係性が立証できていないいわゆ
る「孤立言語」であると考えられていること、
またそれ故にわれわれ日本人でも知っている
語彙は一部の例外を除き、ほぼ皆無であり、
音の感覚から意味を類推させるとする音象徴
の実験調査を行うにはうってつけの素材であ
ると判断したからである。
Ⅱ　実験調査
Ⅱ－１　実験調査の概要
　実験調査の被験者は、筆者が教鞭を取って
いる静岡産業大学経営学部の2014年度時点の
1年生で、男子48人、女子18人の合計66人で
ある。実験調査は、2014年10月15日（水）か
ら12月3日（水）に至る毎週水曜日の1時間目
に行われる基礎ゼミにおいて、合計8回に分
けて実施した。ここで参考として若干の説明
をしておくが、基礎ゼミとは本学では、学生
が、なるべく早い時期に大学生活に順応し学
習効果を上げることを目的として、1年生全
員を対象に毎週水曜日の１時限に行っている
教育活動である。そしてその活動の一環とし
て本学では、専門導入ゼミ、もしくは巡回ゼ
ミと称して、各基礎ゼミ学生のグループが教
室を移動して様々な教員の研究に触れるため
のチャンスを学生に提供している。筆者は言
語学の立場からこの巡回ゼミを活用して、音
象徴に関する実験調査を、ゼミ生を被験者と
して行ったのである。以下、具体的な実験調
査の実施日程と参加被験者数について列挙す
る。
１回目　2014年10月15日
 10名（男子８、女子２）
２回目　2014年10月22日
 ８名（男子６、女子２）
３回目　2014年10月29日
 ７名（男子５、女子２）
４回目　2014年11月５日
 ５名（男子３、女子２）
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５回目　2014年11月12日
 10名（男子７、女子３）
６回目　2014年11月19日
 ９名（男子７、女子２）
７回目　2014年11月26日
 ７名（男子４、女子３）
８回目　2014年12月３日
 10名（男子８、女子２）
 合計　66名（男子48、女子18）
　因みに当実験調査そのものの所要時間は各
ゼミによって多少の差はあったが、平均で、
形容詞編が６分、動詞編が５分、名詞編が3
分、合計で14分ほどかかり、丁寧な説明も含
め、全行程で30分余りかかった。
Ⅱ－２　実験調査の作成上の問題と工夫
　ではここで今回の実験調査自体を作成する
上でどんな問題が生じ、その問題に対してど
のような工夫を施して解決していったのかに
関し述べたい。今回も前の2回の実験調査同
様、形容詞を独立した品詞として実験調査に
使用したのであるが、今回は特に形容詞を独
立的に扱うこと自体が当初問題となった。と
いうのは、アイヌ語には、名詞は独立したも
のとして存在するものの、アイヌ語の研究者
の片山によれば、アイヌ語では独立した品詞
としての形容詞は存在せず、「形容詞と動詞は
同じである。大きいことは大きくなることも
意味する」⁴⁾のである。しかしながら、今回
の実験調査では、動詞としても使用されうる
形容詞ではあるが、便宜上日本語の形容詞に
相当するものとして使用した。
　さらにアイヌ語語彙に関しても全くの素人
である筆者は、3つの品詞として具体的にど
のような語彙を選択して実験調査資料を作成
したらいいかという根本的な問題に直面し
た。様々な試行錯誤の後、結果として、形容
詞として12個、動詞として10個、名詞として
5つの語彙のペアを選択した。その際に大い
に参考になったのは、数冊のアイヌ語の研究
書であった。が、実際の選択する上ではいく
つかの点に留意した。即ち、それらの語彙が
原点的、かつ基本的なもので五感に直接訴え
てくるようなものであること、また具体的な
イメージを伴い易い語彙であること、に留意
した。また、今回の実験調査の作成上気を付
けた点は、現代日本語とアイヌ語両語にまた
がって使われる語彙を回避したことである。
即ち、具体例を挙げれば、「シシャモ」や平山
の説明に出てくる、「ネコ」⁵⁾のように、アイ
ヌ語から日本語に入った、またはその逆で「オ
ンカム」のように日本語の「拝む」からアイ
ヌ語に入ったと考えられる借用語の回避であ
る。また鳴海の挙げる両語の間の交流の痕跡
と思われる語彙の回避を心掛けたが、当然そ
のようにした目的は、音の類似性から安易な
正答に導かれる危険性の回避である。例えば、
回避したそれらの語彙を具体的に挙げれば、
形容詞の「イタササ（痛い）」⁶⁾、動詞の「ク
イ（食物を噛む）」⁷⁾、そして名詞の「イワ（岩）」
⁸⁾などである。
　またその他の工夫点としては、正答には「大
きい・小さい」「明るい・暗い」のうち、「大き
い」や「明るい」など、認知言語学的な観点
から、プラス概念を認識しやすいという傾向
による回答の偏りを減らすために、プラス概
念とマイナス概念の正答頻度をほぼ同じにな
るようにしたことである。また、各問題の回
答であるＡ，Ｂの順番的な偏りもないように
工夫した。またそれ以外の点として、名詞編
で施した工夫であるが、これは後掲の資料で
も明らかなように、直接語彙の意味を尋ねる
やり方ではなく、２つの意味がほぼ逆の名詞
の対義語の組み合わせの中で、その音から感
じられるイメージを聞きだすというやり方を
採用した。即ち１）では「ウパシ」（雪）と「ア
ペ」（火）のペアでどちらに「熱さ」を感じる
か、などと問いかけた。２）では「若さ」、３）
では「高さ」、４）では「小ささ」、５）では
「赤さ」を感じる方を選択させた。このように、
形容詞、動詞と続いた方式に名詞編では異な
る方式の質問形式という、ある種の新鮮さを
与えることで実験調査の単調さに飽きること
なく、被験者の集中力を維持させようと工夫
した。
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Ⅱ―３　実験調査の実施上の問題と工夫
　ではここで今回の実験調査を実際に実施す
る上でどんな問題が生じ、どのような工夫を
施しその問題を解決していったかに関して述
べたい。まず最初に、アイヌ語の発音には苦
慮した。アイヌ語は存続が危ぶまれている言
語である。生存するアイヌ語の話者は十数年
前の調査でもごく少数であると聞く。従って
アイヌ語話者に協力を依頼することも不可能
である。語彙の発音を知るためにアイヌ語辞
典等を使い調べてみたが、ローマ字とカタカ
ナ表記に頼る以外方法が見つからず、それら
を頼りに発音してみても自分の発音は、実際
のアイヌ語の発音とは異なるのではないかと
不安が残った。しかしその後、アイヌ語の発
音が録音されている中川のＣＤブック⁹⁾が見
つかり、繰り返し聞き、音声練習をした後何
とか実験調査のこぎつけることができた。ま
た佐藤の著によりアイヌ語の持つ、発音の特
徴である、閉音節、及び濁音としての有声音
の説明およびアクセントに関する説明¹⁰⁾など
も参考になった。その結果、案ずるより産む
が易し、というわけで、意外にもローマ字や
カタカナ表記をたよりに、練習すればかなり
実際のアイヌ語の音に近付けるのではないか
と思える段階までこぎつけた。さらに、その
他の工夫として、まず語彙の発音はゆっくり
とはっきり明瞭になるように心がけたし、音
象徴実験調査では、回答者が音を聞き直感的
に答えることが何より増して重要である故、
回答時間は必要最小限の約４秒ほどに抑え、
あまり考え込んだり、むやみに迷う時間を与
えないよう心掛けた。さらに、次に掲載した
実験調査票でも示したように、被験者を匿名
で調査に参加させるのはやめ、被験者の学籍
番号および氏名を明記させた点である。この
ように回答者の氏名を明らかにすることで、
当実験調査の参加に対し、被験者である学生
各自にそれなりの責任感を持ち真剣に実験調
査に臨んでもらおうと考えた。
Ⅱ―４　被験者用実験調査資料
実験調査票①
アイヌ語語彙による音象徴実験調査①
（形容詞編）
 （　　　　年　　月　　日）
学籍番号（　　　　　　　　　　）
氏名（　　　　　　　　　）
男　　女（○で囲む）
　これから読み上げるものは、アイヌ語の形
容詞の対義語のペアですが、その音を聞いて
どちらの意味のものだと感じますか。ＡかＢ
のいずれかを○で囲んでください。考え込ま
ずに直感的に答えてください。
１）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「大きい」と感じた方はどちらですか）
２）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「寒い」と感じた方はどちらですか）
３）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「古い」と感じた方はどちらですか）
４）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「高い」と感じた方はどちらですか）
５）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「白い」と感じた方はどちらですか）
６）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「悪い」と感じた方はどちらですか）
７）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「深い」と感じた方はどちらですか）
８）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「重い」と感じた方はどちらですか）
９）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「柔らかい」と感じた方はどちらですか）
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１０）　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「遠い」と感じた方はどちらですか）
１１）　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「長い」と感じた方はどちらですか）
１２）　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「暗い」と感じた方はどちらですか）
実験調査票②
アイヌ語語彙による音象徴実験調査②
（動詞編）
 （　　　　年　　月　　日）
学籍番号（　　　　　　　　　　）
氏名（　　　　　　　　　）
男　　女（○で囲む）
　これから読み上げるものは、アイヌ語の動
詞の対義語のペアですが、その音を聞いてど
ちらの意味のものだと感じますか。ＡかＢの
いずれかを○で囲んでください。考え込まず
に直感的に答えてください。
１）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「存在する」と感じた方はどちらですか）
２）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「行く」と感じた方はどちらですか）
３）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「つぶす」と感じた方はどちらですか）
４）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「笑う」と感じた方はどちらですか）
５）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「裁縫が下手である」と感じた方はどち
らですか）
６）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「乾く」と感じた方はどちらですか）
７）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「走る」と感じた方はどちらですか）
８）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「上がる」と感じた方はどちらですか）
９）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「起きる」と感じた方はどちらですか）
１０）　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「汚す」と感じた方はどちらですか）
実験調査票③
アイヌ語語彙による音象徴実験調査③
（名詞編）
 （　　　　年　　月　　日）
学籍番号（　　　　　　　　　　）
氏名（　　　　　　　　　）
男　　女（○で囲む）
　これから読み上げるものは、アイヌ語の名
詞の対義語のペアですが、その音を聞いてど
ちらの意味のものだと感じますか。ＡかＢの
いずれかを○で囲んでください。考え込まず
に直感的に答えてください。
１）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「熱さ」を感じた方はどちらですか）
２）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「若さ」を感じた方はどちらですか）
３）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「高さ」を感じた方はどちらですか）
４）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「小ささ」を感じた方はどちらですか）
５）　　　　　　　　　　　　Ａ　　　　Ｂ
　　（「赤さ」を感じた方はどちらですか）
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Ⅱ－５　実施者用実験調査資料
　ここで実験調査の実施者である筆者が被験
者に対し音声を読み上げるために使用した資
料を形容詞編、動詞編、名詞編の順に掲載し、
実施手順を説明する。
実施者用実験調査資料表①（形容詞）
１）　Ａ　　　ポロ（大きい）
　　　Ｂ　　　ポン（小さい）
２）　Ａ　　　ポッケ（暖かい）
　　　Ｂ　　　ミアン（寒い）
３）　Ａ　　　フシコ（古い）
　　　Ｂ　　　アシリ（新しい）
４）　Ａ　　　ラム（低い）　
　　　Ｂ　　　リ（高い）
５）　Ａ　　　エクロック（黒い）
　　　Ｂ　　　レタル（白い）
６）　Ａ　　　ウェン（悪い）
　　　Ｂ　　　ピリカ（良い）
７）　Ａ　　　アアハク（浅い）
　　　Ｂ　　　オォホ（深い）
８）　Ａ　　　パセ（重い）　
　　　Ｂ　　　コシマ（軽い）
９）　Ａ　　　ハプル（柔らかい）
　　　Ｂ　　　ニッケ（固い）
１０）Ａ　　　トゥィマ（遠い）
　　　Ｂ　　　ハンケ（近い）
１１）Ａ　　　タクネ（短い）
　　　Ｂ　　　タンネ（長い）
１２）Ａ　　　ペケレ（明るい）
　　　Ｂ　　　クンネ（暗い）
実施者用実験調査資料表②（動詞）
１）　Ａ　　　アン（存在する）　　
　　　Ｂ　　　イサ（存在しない）
２）　Ａ　　　アルキ（来る）　　　
　　　Ｂ　　　パイエ（行く）
３）　Ａ　　　ウエンテ（つぶす）　
　　　Ｂ　　　カル（作る）
４）　Ａ　　　チ（泣く）　　　　　
　　　Ｂ　　　ミナ（笑う）
５）　Ａ　　　アイカプ（裁縫が下手だ）
　　　Ｂ　　　エアシカイ（裁縫が上手い）
６）　Ａ　　　サツ（乾く）　　　　
　　　Ｂ　　　テイネ（濡れる）
７）　Ａ　　　アッカ（歩く）　　　
　　　Ｂ　　　ホユッパ（走る）
８）　Ａ　　　リキップ（上がる）　
　　　Ｂ　　　ラン（下がる）
９）　Ａ　　　ホッケ（横たわる）　
　　　Ｂ　　　ホプニ（起きる）
１０）Ａ　　　ムヌッパ（きれいにする）
　　　Ｂ　　　イチャッケレレ（汚す）
実施者用実験調査資料表③（名詞）
１）　Ａ　　　ウパシ（雪）
　　　Ｂ　　　アペ（火）
２）　Ａ　　　ポンペ（幼児）
　　　Ｂ　　　フチ（婆さん）
３）　Ａ　　　ペツ（川）　
　　　Ｂ　　　ヌプリ（山）
４）　Ａ　　　フンペ（クジラ）
　　　Ｂ　　　エペレ（小熊）
５）　Ａ　　　フレ（赤）　
　　　Ｂ　　　クンネ（黒）
Ⅱ－６　実験調査の実施手順
　ではここで、以上の実施者用実験調査資料
を使い、どのように実験調査を進めていった
か、以下にその実施手順を番号順に、時系列
的に明らかにする。
① 実施者指示
「これから読み上げるものは、アイヌ語の
形容詞の対義語のペアですが、その音を聞
いてどちらの意味のものだと感じますか。
ＡかＢのいずれかを○で囲んでください。
考え込まずの直感的に答えてください。」
② 実施者指示
「では1番です。「大きい」―「小さい」の
─ 80 ─
環境と経営　第21巻　第２号（2015年）
ペアです。「大きい」と感じた方はどちら
ですか。」
「Ａ、ポロ、Ｂ、ポン、Ａ、ポロ、Ｂ、ポン、」
（2回繰り返し）
「では「大きい」と感じた方はどちらですか。
ＡかＢのいずれかを○で囲んでください」
2番～ 11番（中略）
「では最後の12番です。「明るい」－「暗い」
のペアです。「暗い」と感じた方はどちら
ですか。」
「Ａ、ペケレ、Ｂ、クンネ、Ａ、ペケレ、Ｂ、
クンネ」（２回繰り返し）
「では「暗い」と感じた方はどちらですか。
ＡかＢのいずれかを○で囲んでください。
（以上実験調査形容詞編終了）
以下、同様な手順で動詞10項目と名詞5項
目の実験調査を終了した。
Ⅱ－７　正答
　では以下は、形容詞編、動詞編、名詞編別
の各設問の正答である。
形容詞編
１．Ａ（大きい）２．Ｂ（寒い）３．Ａ（古い）
４．Ｂ（高い）５．Ｂ（白い）６．Ａ（悪い）
７．Ｂ（深い）８．Ａ（重い）９．Ａ（柔らかい）
１０．Ａ（遠い）１１．Ｂ（長い）１２．Ｂ（暗い）
動詞編
１．Ａ（存在する）２．Ｂ（行く）
３．Ａ（つぶす）４．Ｂ（笑う）
５．Ａ（裁縫が下手である）６．Ａ（乾く）
７．Ｂ（走る）８．Ａ（上がる）
９．Ｂ（起きる）１０．Ｂ（汚す）
名詞編
１．Ｂ（熱さ）２．Ａ（若さ）３．Ｂ（高さ）
４．Ｂ（小ささ）５．Ａ（赤さ）
Ⅲ　実験調査結果
　では実験調査結果である正答率を形容詞
編、動詞編、名詞編の順で以下に示す。
　形容詞編正答率
設問番号 男子平均 女子平均 総合平均
１）ポロ（大きい）ポン（小さい）
 37.5% 22.2% 33.3%
２）ポッケ（暖かい）ミアン(寒い)
  56.3% 55.6$ 56.1%
３）フシコ（古い）アシリ（新しい）
 79.2% 94.4% 83.3%
４）ラム（低い）リ（高い）
 39.6% 66.7% 47.0%
５）エクロック（黒い）レタル（白い）
 64.6% 66.7% 65.2%
６）ウェン（悪い）ピリカ（良い）
 52.1% 55.6% 53.0%
７）アアハク（浅い）オォホ（深い）
 83.3% 77.8% 81.8%
８）パセ（重い）コシマ（軽い）
 37.5% 33.3% 36.4%
９）ハプル（柔かい）ニッケ（固い）
 75.0% 77.8% 75.8%
１０）トゥイマ（遠い）ハンケ（近い）
 66.7% 55.6% 75.8%
１１）タクネ（短い）タンネ（長い）
 31.3% 50.0% 36.4%
１２）ペケレ（明るい）クンネ（暗い）
 68.8% 88.9% 74.2%
 男子総合平均 女子総合平均 男女総合平均
 57.7％ 62.0％ 59.9％
アイヌ語の普通語彙に見られる音象徴
─ 81 ─
　動詞編正答率
　設問番号 男子平均 女子平均 総合平均
　１）アン（存在する）イサ（存在しない）
 68.8% 55.6% 65.2%
　２）アルキ（来る）パイエ（行く）
 27.1% 22.2% 25.8%
　３）ウェンケ（つぶす）カル（作る）
 35.4% 50.0% 39.4%
　４）チ（泣く）ミナ（笑う）
 70.8% 94.4% 77.3%
　５） アイカプ（裁縫が下手である） 
エアシカイ（裁縫が上手である）
 39.6% 27.8% 36.4%
　６）サツ（乾く）テイネ（濡れる）
 83.3% 83.3% 83.3%
　７）アッカ（歩く）ホユッパ（走る）
 58.3% 77.8% 63.6%
　８）リキップ（上がる）ラン（下がる）
 79.2% 72.2% 77.3%
　９）ホッケ（横たわる）ホプニ（起きる）
 56.3% 38.9% 51.5%
　１０） ムヌッパ（きれいにする） 
イチャッケレレ（汚す）
 62.5% 94.4% 71.2%
 男子総合平均 女子総合平均 男女総合平均
 58.1％ 61.7％ 59.1％
　名詞編正答率
　設問番号 男子平均 女子平均 総合平均
　１）ウパシ（雪）アペ（火）
 70.8% 88.9% 75.8%
　２）ポンペ（幼児）フチ（老婆）
 25.0% 50.0% 31.8%
　３）ペツ（川）ヌプリ（山）
 31.3% 27.8% 30.3%
　４）フンペ（鯨）エペレ（小熊）
 70.8% 77.8% 72.7%
　５）フレ（赤）クンネ（黒）
 60.4% 44.4% 56.1%
 男子総合平均 女子総合平均 男女総合平均
 51.7％ 57.8％ 53.3％
Ⅳ　実験調査結果分析・考察
　では以上の実験調査からどのような結果が
得られ、その結果から如何なることが考えら
れるのだろうか。３つの実験調査全体、形容
詞編実験調査、動詞編実験調査、続いて名詞
編実験調査の順に述べたい。まず全体から得
られた結果であるが、大きく４つのことに集
約される。そのうち２つは予想通りのもので
あり、２つは予想とは異なるものであった。
即ち第１に、形容詞の音象徴が最も強く、続
いて動詞、名詞が続くのではないかという筆
者の仮説が裏付けられた結果になった点であ
る。筆者は前々回の考察では形容詞だけを扱
い、前回ではそれに動詞を加え、形容詞およ
び動詞２つを扱い、今回はさらに名詞を加え、
形容詞、動詞、名詞の3つの品詞による実験
調査を行い考察したが、前々回と前回の結果
からも仮説として立てていた、音象徴の強度
原則、「形容詞＞動詞＞名詞」と同じ結果が得
られた。因みに今回の実験調査結果の正答率
は、形容詞：５９．９％＞動詞：５９．１％＞
名詞：５３．３％となりこの原則通りとなっ
た。しかしながら、数値的に見て特に形容詞
と動詞の間の差が小さかったことが注目され
る。この理由に関しては、今後のさらなる研
究が必要であろうが、現段階での推測では、
今回使ったアイヌ語自のおいては、形容詞と
動詞との境界がなく、2つの品詞が重複して
使用されるという前述のアイヌ語の特徴が深
く関係しているのではないかと考えている。
　次の第２の発見は第１の発見に付随したも
のである。つまり、今回初めて実験調査に追
加した際、名詞にも小規模ではあろうが、音
象徴が存在するのではないかと推測していた
が、ほぼ予想通り、小さい有意性と判断でき
る、５３．３％が得られ、予想が裏付けられ
た結果となった。
　では最後の第３の、予想に反した結果であ
る。それは音象徴に関して筆者が過去の調
査に基づいて抱いていた「男子の女子に対
する優位性」を否定する結果で終わったこ
とである。即ち、形容詞、動詞、名詞のいず
れの品詞に関しても、男女間で、数値的には
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以下の結果が得られたのである。即ち、形容
詞：女子６２．０％＞男子５７．７％、動詞：
女子６１．７％＞男子５８．１％、名詞：女子
５７．８％＞男子５１．７％となりいずれにお
いても女子が男子に対して優位であるとの結
果が得られた。この原因はいかなるものかは
現段階では判然としないが、今回の女子の被
験者が特に音に関する直感が鋭い者が多かっ
たのかもしれない。確かに、今回の実験調査
では一部の女子の中で突出して正答率の高い
者がいたことは事実である。例えば、具体的
には、女子の内1人の形容詞12ペアの設問に
対する正答率は何と12点満点であった。因み
に数学的確率のみから考えれば、12点満点を
得る確率は「２分の１×１２」即ち、「４０９６
分の１」となり、彼女の結果は驚異的なもの
と判断される。考えようによっては、単なる
偶然と考えられなくもない。しかし偶然性が
働いたとしても、すべての他の被験者に対し
ても同じ偶然性が働いていたと考えるべきで
あろう。従って、彼女の音象徴感覚の高さは
結果として受け入れなくてはならないと判断
した。筆者は彼女の満点を調査中に知った時
点に、彼女がすでにアイヌ語語彙の知識があ
るのではないかとの疑念を抱き、口頭で彼女
に質問した。しかし彼女がアイヌ語を学習し
たこともなく、彼女のアイヌ語の知識も皆無
であるとの確認ができた。確かに、彼女の結
果が今回の結果に何らかの影響を与えること
も考えられるので、一旦は統計から除外する
ことも考えたが、結果として事実は事実とし
て受け入れるという姿勢を守ることとした。
　が、いずれにせよ、彼女の驚異的な回答結
果には、アイヌ語自体が独自的に有する特別
高い音象徴性故ではないかとも思われた。と
言うのは、今回特にアイヌ語語彙を活用して
実験をすることを思いついたきっかけとなっ
た、次の野上の言葉に関係する。即ち、「ア
イヌ語では、言葉を話すことを、イ・タク
（それ＝魂、を招く、呼び寄せる）と言いま
す。ものを言うとは、話す、語る、伝えると
いった行為だけではありません。それによっ
て、そのものの魂に呼びかける行為でもあり
ます。さらにそれは、ものの魂がその招きに
応じてやってくるということも意味していま
す。言葉は、ものを言うという行為である
と同時に実際にものを動かす力をも持つので
す。」¹¹⁾であった。それ故、稀にこの、「魂に
呼びかけるアイヌ語の力」が男性にせよ、女
性にせよ特定の個人に対して、その効果を発
揮することがありうるのではないかとも考え
たのである。そしてその個人が今回たまたま
女性であったのではないか。しかし、その推
測はそれとして、同時に女子が男子よりも概
して実験調査に対して真剣に集中力をもって
臨んでいたのではないかと思われることも伺
われ、それが今回の結果である、女子の優位
に結びついたのではないかとも考えられる。
回答の回収後に気が付いたことではあるが、
男子の中には実験調査中におそらく、居眠り
でもしていたのだろうか、解答用紙をほぼ白
紙で提出した者も１人いて、その結果は統計
処理から除外したが、他にも集中もせず実験
調査に参加していた者もいた可能性は否定で
きない。さらに、今回の実験調査に参加した
男女比が４８：１８とバランスが悪かった点
など、総合的に考えあわせると今回の結果の
客観性にも若干の悪影響を与えていたことは
否定できない。そして最後の第４の発見は、
日本語の成立に何らかの影響を及ぼしている
のではないかと考えられたアイヌ語であるか
ら、日本人のアイヌ語に対する音象徴は高い
のではないかとの予測もあったが、形容詞の
音象徴も男女全体の値が１０％未満にとどま
る結果からして、アイヌ語の音象徴が総じて、
他の言語と比して特に高いとは判断できない
ことであった。参考として付記するが、６６
人の被験者の正答率の最高は前述の女子１名
の、形容詞編における１２点満点で、最低点
は男子２名の、名詞編における０点であった。
　では、次は品詞別に具体的にみてみる。ま
ず形容詞編である。まず男女別に形容詞のペ
アのうち、正答率の最も高かったもの、及び
最も低いものを順に便宜上、原則として３つ
ずつ列挙する。但し、同じ正答率の場合はそ
の限りとはせず追加する。
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男子の高いもの：
設問番号　　
７）アアハク（浅い）オォホ（深い）
 ８３．３％
設問番号　　
３）フシコ（古い）アシリ（新しい）
 ７９．２％
設問番号　　
９）ハプル（柔かい）ニッケ（固い）
 ７５．０％
女子の高いもの：
設問番号　　
３）フシコ（古い）アシリ（新しい）
 ９４．４％
設問番号　
１２）ペケレ（明るい）クンネ（暗い）
 ８８．９％
設問番号　　
９）ハプル（柔かい）ニッケ（固い）
 ７７．８％
設問番号　　
７）アアハク（浅い）オォホ（深い）
 ７７．８％
男子の低いもの：
設問番号　
１１）タクネ（短い）タンネ（長い）
 ３１．３％
設問番号　　
８）パセ（重い）コシマ（軽い）
 ３７．５％
設問番号　　
１）ポロ（大きい）ポン（小さい）
 ３７．５％
女子の低いもの：
設問番号　　
１）ポロ（大きい）ポン（小さい）
 ２２．２％
設問番号　　
８）パセ（重い）コシマ（軽い）
 ３３．３％
設問番号　
１１）タクネ（短い）タンネ（長い）
 ５０．０％
　以上を見てみるとまず男女正答率に関し
て、順位の違いはあるものの、高いもの、低
いものには同じペアが共通して登場してい
る。唯一の例外は、設問番号１２）が女子の
２番目に高い正答率として登場したが、男子
では４番目に留まったことである。しかし総
じて形容詞における音象徴に対する感覚にお
いて男女差はあまりないと判断される。
　では次に実験調査動詞編の結果を見てみ
る。ここでも、便宜上正答率の高いもの、低
いものを３つずつ挙げる。
男子の高いもの：
設問番号　　
６）サツ（乾く）テイネ（濡れる）
 ８３．３％
設問番号　　
８）リキップ（上がる）ラン（下がる）
 ７９．２％
設問番号　　
４）チ（泣く）ミナ（笑う）
 ７０．８％
女子の高いもの：
設問番号　
１０） ムタッパ（きれいにする） 
イチャケレレ（汚す）
 ９４．４％
設問番号　　
４）チ（泣く）ミナ（笑う）
 ９４．４％
設問番号　　
６）サツ（乾く）テイネ（濡れる）
 ８３．３％
男子の低いもの：
設問番号　　
２）アルキ（来る）パイエ（行く）
 ２７．１％
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設問番号　　
３）ウエンテ（つぶす）カル（作る）
 ３５．４％
設問番号　　
５） アイカプ（裁縫が下手である） 
エアシカイ（裁縫が上手い）
 ３９．６％
女子の低いもの：
設問番号　　
２）アルキ（来る）パイエ（行く）
 ２２．２％
設問番号　　
５） アイカプ（裁縫が下手である） 
エアシカイ（裁縫が上手い）
 ２７．８％
設問番号　　
９）ホッケ（横たわる）ホプニ（起きる）
 ３８．９％
　以上の結果から言えることは、正答率が高
い動詞のペアも低いものも、３つの内２つは
ほぼ男女で共通しているものの、形容詞のペ
アと比較すると３つのうちの１つは、上位の
ものと下位のものが共に異なっていることで
ある。具体的には、高い正答率では、８）の
リキップ（上がる）ラン（下がる）は男子の
結果では第２位であったが、女子では第５位
であった。また女子の第１位の１０）のムタッ
パ（きれいにする）イチャケレレ（汚す）は、
男子では第５位であった。また低い正答率の
ものでは、男子の９位の３）のウエンテ（つ
ぶす）カル（作る）は女子では、７位であった。
また女子の８位であった９）のホッケ（横た
わる）ホプニ（起きる）は男子では７位だった。
　では最後に実験調査名詞編に関してみてみ
る。ここでは全体の設問数が５つと少ないの
で正答率の上位、下位を２つずつ挙げる。
男子の高いもの：
設問番号　　
１）ウパシ（雪）アペ（火）
 ７０．８％
設問番号　　
４）フンペ（鯨）エペレ（小熊）
 ７０．８％
女子の高いもの：
設問番号　　
１）ウパシ（雪）アペ（火）
 ８８．９％
設問番号　　
４）フンペ（鯨）エペレ（小熊）
 ７７．８％
男子の低いもの：
設問番号　　
２）ポンペ（幼児）フチ（老婆）
 ２５．０％
設問番号　　
３）ペツ（川）ヌプリ（山）
 ３１．３％
女子の低いもの：
設問番号　　
３）ペツ（川）ヌプリ（山）
 ２７．８％
設問番号　　
５）フレ（赤）クンネ（黒）
 ４４．４％
　ここでも選択肢の範囲が狭いにも拘わら
ず、形容詞の場合より予想に反して、男女で
差が出る結果となった。具体的には、正答率
が高いペアには差がないが、低いペアでは男
子の２）は女子では見られないし、女子の５）
は男子では見られない。この点は見方を変え
れば、名詞の持つ音象徴が限定的なものであ
ることが大きく影響しているのではないだろ
うか。
Ⅴ　おわりに
　今回はアイヌ語語彙を使用して音象徴の実
験調査を行いその結果を見届け考察した。そ
の結果、ほぼ予期した通り、音象徴が音を
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模して出来たと考えられるオノマトペ（擬音
語）だけでなく形容詞、動詞、名詞などのい
わゆる普通語彙の中に身存在することが裏付
けられたことは最大の成果であった。とは言
え、今回の実験調査が順調に進んだわけでは
ない。それどころか、音声を実際に被験者に
聞かせてその場で意味を類推させるという、
音象徴の実験を、筆者が全く話せない、アイ
ヌ語の語彙を使用して行うわけであるから、
最初から問題と困難が伴うこととなった。当
然ながら理想的なやり方としては、実際にア
イヌ人話者の協力を得て行うか、その録音を
聞かせて行う実験調査であろう。しかし現在
も健在するアイヌ語話者はすでに数名しかい
ず、その協力を要請することも現実的には難
しく、今回の音象徴実験調査用に編集された
論音資料を入手することは不可能であった。
従って、唯一の実行可能なやり方として、付
け焼刃的ではあるが、筆者が研究書およびそ
の他の録音音声を基に練習して行うことと
なった。その結果、もちろん理想的な実験調
査ができたとも考えていないし、不十分な点
が多々あったと考えている。しかし前述通り、
案ずるより産むがやすしで、何とかうまく
いったとも考えている。しかし、今後の実験
調査がより充実した質の高いものにすること
ができるよう工夫を施していきたい。
　また付随的ではあるものの、今回アイヌ語
を活用した音象徴実験調査を通し考察してき
たが、その研究過程において、垣間見たアイ
ヌ語およびその背景にあるアイヌ語文化その
ものに、多くの学びやおよび気づきがあった
ことも大きな収穫であった。それは前述の野
上の言葉、即ちアイヌ語の持つ「魂に呼びか
ける力」とも通じるものだと思われる。筆者
が垣間見たところでは、アイヌの死生観、自
然観、宗教観などに我々現代日本人は学ぶべ
きことが多いと思われる。何冊かのアイヌ語・
文化に関する研究書やその他アイヌ博物館の
配信サイトの「アイヌの民話」などで大いに
感じられるが、アイヌ人にとっては、人間と
自然は一体であること、また自然万物の中に
は神（カムイ）が宿っていること、故に人間
と神との間に境界がないこと、などであり、
次の大出の言葉「アイヌのカムイは神である
とともに熊でもある。アイヌたちの自然は即
ち神であった」¹²⁾と一致する。しかし神であっ
ても、いわゆる絶対神ではない。アイヌの神
には立派な神もいるが不完全な神も多いよ
うだ。神もよく失敗するし過ちも犯す。民話
には動物（特に熊）に化けて人間に争いを仕
掛け、人間に負けて死ぬ神も登場する。およ
そ神らしくもない神である。しかしその不完
全性故、人間も大いなる愛着をもって神に接
する。結果として人間と神の交流は強く、次
の野上の発言でも明らかなように、人間は神
や動物と結婚もする。即ち「アイヌの神話や
民話の中では、人間と動物が結婚するという
話がよくあります。動物は、人間にはない力
をもった存在と考えられているので、人間と
動物の結婚とは、動物といっしょになってそ
の力をもらうということも意味します。祖先
がクマであったりオオカミであったりするの
は、そのような動物の強い力を授かった者の
子孫であるということです。」¹³⁾である。ま
たさらに野上は日本の民話にも登場する「人
間と動物の結婚」をアイヌのものと比較し、
例えば日本の民話である「鶴の恩返し」が人
間のエゴで動物が苦しむという構図に対し、
アイヌの民話においては、人間と動物の協力、
融合という構図を成している点を対比してい
て興味深い。確かに例えば、アイヌの民話「ス
ズメの恩返し」などには、人間と動物の信頼
関係が見て取れる。筆者も今回アイヌ文化や
思想に触れるにつけ、我々現代日本人が大い
に学ぶべき点がアイヌ文化や思想には多いの
はないかと思うようになった。アイヌ人は自
然と調和し、自然を生かし、自然に生かされ
生活している。このような彼らの生き方には、
我々の物質文明の結果もたらされたと思われ
る、森林破壊などに代表される自然破壊、環
境汚染問題などを解決するためのヒントが隠
されているのではなかろうか。
　しかし、現状では、我々一般的日本人の多
くはアイヌ文化や思想に関する知識も乏し
く、残念なことに、政治家の中には「アイヌ
人は今は存在しない」と発言し問題視された
札幌市議もいるようだし、歴代首相の中でも
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同様の問題発言をした者もいた。このような
中、1997年5月に制定された「アイヌ文化と
振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の普
及及び啓発に関する法律」（通称：アイヌ文化
振興法）は我々日本人の大きな誇りであり励
みとなろう。また北海道白老町には既にアイ
ヌ民族博物館があるだけでなく、2020年には
国立のアイヌ民族博物館も建設される予定も
あると聞く。当然同年には東京オリンピック
も開催される。従ってアイヌ文化を世界に発
信するいいタイミングでもあろうしそうしな
くてはならない。それが、アイヌ人のＤＮＡ
の一部が身体に流れているであろう我々日本
人の義務でもあろう。筆者も遅まきながら、
今後微力ながらこの義務を果たすべき具体的
な努力を重ねていく決意をした。
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